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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 10月 24日 (2007.10.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 塗 布 膜 の 成 分 と 溶 剤 と を 混 ぜ 合 わ せ て な る 塗 布 液 が 塗 布 さ れ た 基 板 を 載 置 す る た め の 載
置 部 が 内 部 に 設 け ら れ た 密 閉 容 器 と 、
　 前 記 載 置 部 に 設 け ら れ た 基 板 を 加 熱 す る た め の 加 熱 手 段 と 、
　 前 記 密 閉 容 器 に 排 気 路 を 介 し て 接 続 さ れ 、 前 記 密 閉 容 器 内 を 減 圧 雰 囲 気 に し て 、 基 板 上
の 塗 布 液 か ら 溶 剤 を 揮 発 さ せ る た め の 真 空 排 気 手 段 と 、
　 前 記 載 置 部 上 に
、 基 板 の 裏 面 側 周 縁 領 域 と 接 触 す る 環 状 部 材 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 減 圧 乾 燥 装 置
。
【 請 求 項 ２ 】

【 請 求 項 ３ 】
　 塗 布 膜 の 成 分 と 溶 剤 と を 混 ぜ 合 わ せ て な る 塗 布 液 が 塗 布 さ れ た 基 板 を 載 置 す る た め の 載
置 部 が 内 部 に 設 け ら れ た 密 閉 容 器 と 、
　 前 記 載 置 部 に 設 け ら れ た 基 板 を 加 熱 す る た め の 加 熱 手 段 と 、
　 前 記 密 閉 容 器 に 排 気 路 を 介 し て 接 続 さ れ 、 前 記 密 閉 容 器 内 を 減 圧 雰 囲 気 に し て 、 基 板 上
の 塗 布 液 か ら 溶 剤 を 揮 発 さ せ る た め の 真 空 排 気 手 段 と 、
　 前 記 載 置 部 上 に 設 け ら れ 、 前 記 基 板 の 載 置 部 と は 熱 伝 導 率 が 異 な
る 材 質 に よ り 構 成 さ れ た 、 基 板 の 裏 面 側 周 縁 領 域 と 接 触 す る 環 状 部 材 と 、 を 備 え た こ と を
特 徴 と す る 減 圧 乾 燥 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】

、 前 記 載 置 部 の 中 心 位 置 か ら 径 方 向 に 等 距 離 分 離 れ た 位 置 に
設 け ら れ 、 基 板 の 外 方 側 の 位 置 か ら 基 板 の 端 縁 と 接 触 す る 位 置 ま で 同 期 し た 状 態 で 略 水 平

当 該 載 置 部 の 表 面 か ら 突 出 し か つ 基 板 の 周 方 向 に 沿 っ て 環 状 に 設 け ら れ

　 前 記 環 状 部 材 上 に 基 板 が 載 置 さ れ た と き に 基 板 及 び 当 該 環 状 部 材 に よ り 囲 ま れ る 空 間 と
前 記 密 閉 容 器 内 に お け る 当 該 環 状 部 材 の 外 側 の 空 間 と を 連 通 す る 通 気 路 を 備 え た こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 減 圧 乾 燥 装 置 。

基 板 の 周 方 向 に 沿 っ て

　 前 記 載 置 部 の 外 側 に お い て



方 向 に 移 動 し て 、 前 記 載 置 部 の 中 心 位 置 と 基 板 の 中 心 位 置 と の 位 置 合 わ せ を 行 う 複 数 の 位
置 決 め 部 材 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 減 圧
乾 燥 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　
　

【 請 求 項 ６ 】
　

【 請 求 項 ７ 】
　
　

　

【 請 求 項 ８ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 減 圧 処 理 装 置 は 、 塗 布 膜 の 成 分 と 溶 剤 と を 混 ぜ 合 わ せ て な る 塗 布 液 が 塗 布 さ れ
た 基 板 を 載 置 す る た め の 載 置 部 が 内 部 に 設 け ら れ た 密 閉 容 器 と 、
　 前 記 載 置 部 に 設 け ら れ た 基 板 を 加 熱 す る た め の 加 熱 手 段 と 、
　 前 記 密 閉 容 器 に 排 気 路 を 介 し て 接 続 さ れ 、 前 記 密 閉 容 器 内 を 減 圧 雰 囲 気 に し て 、 基 板 上
の 塗 布 液 か ら 溶 剤 を 揮 発 さ せ る た め の 真 空 排 気 手 段 と 、
　 前 記 載 置 部 上 に 板 の 裏 面 側 周 縁 領 域 と 接 触 す
る 環 状 部 材 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
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請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の

塗 布 膜 の 成 分 と 溶 剤 と を 混 ぜ 合 わ せ て な る 塗 布 液 を 基 板 表 面 に 塗 布 す る 工 程 と 、
密 閉 容 器 内 の 載 置 部 上 に 当 該 載 置 部 の 表 面 か ら 突 出 し か つ 基 板 の 周 方 向 に 沿 う よ う に 環

状 に 設 け ら れ た 環 状 部 材 の 上 に 、 前 記 基 板 を 載 置 す る 工 程 と 、
　 前 記 載 置 部 に 設 け ら れ た 加 熱 手 段 に よ り 基 板 を 加 熱 し な が ら 、 前 記 密 閉 容 器 内 を 減 圧 雰
囲 気 に し て 、 基 板 上 の 塗 布 液 か ら 溶 剤 を 揮 発 さ せ る 工 程 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 塗 布
膜 形 成 方 法 。

基 板 を 減 圧 乾 燥 し た 後 に 、 前 記 基 板 及 び 環 状 部 材 に よ り 囲 ま れ る 空 間 と 前 記 密 閉 容 器 内
に お け る 当 該 環 状 部 材 の 外 側 の 空 間 と を 連 通 し た 状 態 で 前 記 密 閉 容 器 内 を 大 気 圧 に 復 帰 さ
せ る 工 程 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 塗 布 膜 形 成 方 法 。

塗 布 膜 の 成 分 と 溶 剤 と を 混 ぜ 合 わ せ て な る 塗 布 液 を 基 板 表 面 に 塗 布 す る 工 程 と 、
密 閉 容 器 内 の 載 置 部 上 に 基 板 の 周 方 向 に 沿 う よ う に 設 け ら れ 、 前 記 基 板 の 載 置 部 と は 熱

伝 導 率 が 異 な る 材 質 に よ り 構 成 さ れ た 環 状 部 材 の 上 に 、 前 記 基 板 を 載 置 す る 工 程 と 、
前 記 載 置 部 に 設 け ら れ た 加 熱 手 段 に よ り 基 板 を 加 熱 し な が ら 、 前 記 密 閉 容 器 内 を 減 圧 雰

囲 気 に し て 、 基 板 上 の 塗 布 液 か ら 溶 剤 を 揮 発 さ せ る 工 程 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 塗 布
膜 形 成 方 法 。

前 記 基 板 を 載 置 す る 工 程 の 後 、 位 置 決 め 部 材 に よ り 前 記 基 板 と 前 記 載 置 部 の 中 心 位 置 と
を 合 わ せ る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ な い し ７ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 塗 布 膜
形 成 方 法 。

基 板 の 周 方 向 に 沿 っ て 環 状 に 設 け ら れ 、 基

　 こ の 発 明 に お い て は 、 前 記 環 状 部 材 上 に 基 板 が 載 置 さ れ た と き に 基 板 及 び 当 該 環 状 部 材
に よ り 囲 ま れ る 空 間 と 前 記 密 閉 容 器 内 に お け る 当 該 環 状 部 材 の 外 側 の 空 間 と を 連 通 す る 通
気 路 を 備 え た 構 成 と す る こ と が 好 ま し い 。

他 の 発 明 の 減 圧 処 理 装 置 は 、 塗 布 膜 の 成 分 と 溶 剤 と を 混 ぜ 合 わ せ て な る 塗 布 液 が 塗 布 さ
れ た 基 板 を 載 置 す る た め の 載 置 部 が 内 部 に 設 け ら れ た 密 閉 容 器 と 、
　 前 記 載 置 部 に 設 け ら れ た 基 板 を 加 熱 す る た め の 加 熱 手 段 と 、
　 前 記 密 閉 容 器 に 排 気 路 を 介 し て 接 続 さ れ 、 前 記 密 閉 容 器 内 を 減 圧 雰 囲 気 に し て 、 基 板 上
の 塗 布 液 か ら 溶 剤 を 揮 発 さ せ る た め の 真 空 排 気 手 段 と 、
　 前 記 載 置 部 上 に 基 板 の 周 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ 、 前 記 基 板 の 載 置 部 と は 熱 伝 導 率 が 異 な
る 材 質 に よ り 構 成 さ れ た 、 基 板 の 裏 面 側 周 縁 領 域 と 接 触 す る 環 状 部 材 と 、 を 備 え た こ と を
特 徴 と す る 。

以 上 の 発 明 に お い て は 、 前 記 載 置 部 の 外 側 に お い て 、 前 記 載 置 部 の 中 心 位 置 か ら 径 方 向



【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　

　 密 閉 容 器 内 の 載 置 部 上 に 当 該 載 置 部 の 表 面 か ら 突 出 し か つ 基 板 の 周 方 向 に 沿 う よ う に 環
状 に 設 け ら れ た 環 状 部 材 の 上 に 、 前 記 基 板 を 載 置 す る 工 程 と 、
　

　

　

　 密 閉 容 器 内 の 載 置 部 上 に 基 板 の 周 方 向 に 沿 う よ う に 設 け ら れ 、 前 記 基 板 の 載 置 部 と は 熱
伝 導 率 が 異 な る 材 質 に よ り 構 成 さ れ た 環 状 部 材 の 上 に 、 前 記 基 板 を 載 置 す る 工 程 と 、

。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、

【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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に 等 距 離 分 離 れ た 位 置 に 設 け ら れ 、 基 板 の 外 方 側 の 位 置 か ら 基 板 の 端 縁 と 接 触 す る 位 置 ま
で 同 期 し た 状 態 で 略 水 平 方 向 に 移 動 し て 、 前 記 載 置 部 の 中 心 位 置 と 基 板 の 中 心 位 置 と の 位
置 合 わ せ を 行 う 複 数 の 位 置 決 め 部 材 と 、 を 備 え た 構 成 と す る こ と が 好 ま し い 。

本 発 明 の 塗 布 膜 形 成 方 法 は 、 塗 布 膜 の 成 分 と 溶 剤 と を 混 ぜ 合 わ せ て な る 塗 布 液 を 基 板 表
面 に 塗 布 す る 工 程 と 、

前 記 載 置 部 に 設 け ら れ た 加 熱 手 段 に よ り 基 板 を 加 熱 し な が ら 、 前 記 密 閉 容 器 内 を 減 圧 雰
囲 気 に し て 、 基 板 上 の 塗 布 液 か ら 溶 剤 を 揮 発 さ せ る 工 程 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。

基 板 を 減 圧 乾 燥 し た 後 に 、 前 記 基 板 及 び 環 状 部 材 に よ り 囲 ま れ る 空 間 と 前 記 密 閉 容 器 内
に お け る 当 該 環 状 部 材 の 外 側 の 空 間 と を 連 通 し た 状 態 で 前 記 密 閉 容 器 内 を 大 気 圧 に 復 帰 さ
せ る 工 程 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 塗 布 膜 形 成 方 法 。

他 の 発 明 の 塗 布 膜 形 成 方 法 は 、 塗 布 膜 の 成 分 と 溶 剤 と を 混 ぜ 合 わ せ て な る 塗 布 液 を 基 板
表 面 に 塗 布 す る 工 程 と 、

　 前 記 載 置 部 に 設 け ら れ た 加 熱 手 段 に よ り 基 板 を 加 熱 し な が ら 、 前 記 密 閉 容 器 内 を 減 圧 雰
囲 気 に し て 、 基 板 上 の 塗 布 液 か ら 溶 剤 を 揮 発 さ せ る 工 程 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る

基 板 で は 中 央 領 域 と 、 環 状 部 材 に 接 触 し て い る 部 位 の 近 傍 領 域 （ 基 板
の 周 縁 領 域 ） と の 間 で 温 度 が 変 化 し 、 こ れ に よ り 基 板 の 中 央 領 域 と 周 縁 領 域 と の 間 で は 塗
布 液 の 溶 剤 の 揮 発 速 度 が 変 化 す る 。 ま た 他 の 発 明 に よ れ ば 、 基 板 は 載 置 部 に 設 け ら れ た 加
熱 手 段 に よ り 加 熱 さ れ る が 、 基 板 の 周 縁 領 域 は 載 置 部 と は 熱 伝 導 率 の 異 な る 環 状 部 材 と 接
触 し て い る の で 、 基 板 の 中 央 領 域 と 周 縁 領 域 と の 間 で は 温 度 が 異 な り 、 こ れ に よ り 塗 布 液
に 含 ま れ る 溶 剤 の 揮 発 速 度 が 異 な る 。 こ の 結 果 こ れ ら の 発 明 で は 、 基 板 表 面 の 塗 布 膜 の 膜
厚 の 制 御 を 行 う こ と が で き 、 塗 布 膜 の 中 央 部 と 周 縁 領 域 と の 膜 厚 が 揃 え ら れ て 、 膜 厚 の 均
一 性 を 高 め る こ と が で き る 。



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 続 い て 減 圧 乾 燥 装 置 を な す 減 圧 乾 燥 ユ ニ ッ ト ２ ６ の 一 実 施 の 形 態 に つ い て
図 ６ を 用 い て 説 明 す る 。 図 中 ４ １ は ウ ェ ハ Ｗ を 載 置 す る た め の 、 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム 材 な
ど に よ り 構 成 さ れ た 載 置 部 で あ り 、 ウ ェ ハ Ｗ は 載 置 部 か ら 僅 か に 突 出 す る 支 持 ピ ン ４ １ ａ
に て 載 置 部 ４ １ 表 面 か ら 僅 か に 浮 上 し て 保 持 さ れ て お り 、 載 置 部 ４ １ の 上 部 に は 例 え ば ア
ル ミ ニ ウ ム 材 な ど に よ り 構 成 さ れ た 蓋 体 ４ ２ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 蓋 体 ４ ２ は 保 持 ア ー
ム ４ ３ ａ や 駆 動 部 ４ ３ ｂ 等 か ら な る 昇 降 機 構 ４ ３ の 働 き に よ り 昇 降 自 在 と さ れ て お り 、 下
降 時 に は 前 記 載 置 部 ４ １ の 周 縁 部 と シ ー ル 材 で あ る Ｏ リ ン グ ４ ０ を 介 し て 気 密 に 接 合 し 、
ウ ェ ハ Ｗ の 置 か れ る 雰 囲 気 を 密 閉 雰 囲 気 と す る 密 閉 容 器 ４ を 構 成 す る よ う に な っ て い る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 述 に よ れ ば 、 減 圧 乾 燥 処 理 中 に 整 流 板 ５ の 高 さ 位 置 を 変 え て 、 整 流 板 ５ と ウ ェ
ハ Ｗ と の 間 の ギ ャ ッ プ の 大 き さ を 変 え る こ と に よ り 、 塗 布 液 の 液 流 れ を 制 御 し て い る の で
、 ウ ェ ハ Ｗ 表 面 の 塗 布 膜 の 膜 厚 の 制 御 を 行 う こ と が で き 、 ウ ェ ハ Ｗ の 周 縁 領 域 に お け る 塗
布 液 の 丸 み や 盛 り 上 が り が 抑 え ら れ て 、 塗 布 膜 の 中 央 部 と 周 縁 領 域 と の 膜 厚 が 揃 え ら れ 、
膜 厚 の 均 一 性 を 高 め る こ と が で き る 。 こ れ に よ り ウ ェ ハ Ｗ の 外 周 縁 近 傍 ま で チ ッ プ 製 作 （
回 路 形 成 領 域 と す る こ と ） が 可 能 と な り 、 ウ ェ ハ Ｗ の １ 枚 あ た り の チ ッ プ 取 得 率 が 向 上 す
る 。 ま た 塗 布 膜 の 膜 厚 の 均 一 性 が 向 上 す る こ と に よ り 、 膜 厚 の 安 定 化 が 図 ら れ 、 デ バ イ ス
の 安 定 生 産 が 可 能 と な っ て ス ル ー プ ッ ト が 高 め ら れ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の で は 、 ウ ェ ハ Ｗ を 載 置 部 ４ １ に 載 置 し て 蓋 体 ４ ２ を 下 降 さ せ て 密 閉 容 器 ４ を
構 成 し た 後 、 先 ず 整 流 板 ５ を 第 １ の 位 置 に 下 降 さ せ て か ら 、 開 閉 バ ル ブ Ｖ １ を 開 き 、 真 空
ポ ン プ ４ ６ に よ り 減 圧 を 開 始 し て 、 所 定 時 間 減 圧 す る 。 次 い で 容 器 ４ 内 の 圧 力 が 圧 力 Ｐ ２
に な っ た と こ ろ で 、 整 流 板 ５ を 第 １ の 位 置 か ら 第 ２ の 位 置 ま で 上 昇 さ せ て 、 所 定 時 間 減 圧
乾 燥 を 続 け る よ う に し て も よ い 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ９ 】

乾 燥 ユ ニ ッ ト ２ ６ で は 整 流 部 材 昇 降 機 構 を な す 整 流 板 昇 降 機 構 を 図 １ ６ に 示 す よ う
に 構 成 し て も よ い 。 図 １ ６ 中 ７ １ は 略 水 平 な ボ ー ル ね じ 、 ７ ２ は 支 持 部 で あ り 、 ボ ー ル ね
じ ７ １ を モ ー タ Ｍ ２ に よ り 回 転 さ せ る こ と で 支 持 部 ７ ２ が ボ ー ル ね じ ７ １ に 沿 っ て 水 平 方
向 に 移 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ２
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　 減 圧



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 続 い て 本 発 明 の 減 圧 乾 燥 ユ ニ ッ ト 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 １ ７ 及 び 図 １ ８ に よ り
説 明 す る 。 こ の 実 施 の 形 態 は 、 ヒ ー タ Ｈ が 内 蔵 さ れ た 載 置 部 ４ １ 上 に ウ ェ ハ Ｗ の 裏 面 側 の
周 縁 領 域 に 接 触 す る 部 材 を 設 け 、 ウ ェ ハ Ｗ の 周 縁 領 域 に 熱 変 化 を 与 え る も の で あ る 。 具 体
的 に は 密 閉 容 器 ４ を 構 成 す る 載 置 部 ４ １ に 例 え ば 断 面 が Ｌ 字 状 の 環 状 部 材 を な す リ ン グ 部
材 ８ を 設 け 、 こ の リ ン グ 部 材 ８ の 上 面 に て ウ ェ ハ Ｗ の 裏 面 側 周 縁 部 を 支 持 さ せ る よ う に 構
成 さ れ て い る 。 こ の リ ン グ 部 材 ８ は 、 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム や ス テ ン レ ス 、 セ ラ ミ ッ ク 等 か
ら 選 択 さ れ る 載 置 部 ４ １ と は 熱 伝 導 率 の 異 な る 材 質 に よ り 構 成 さ れ る 。
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